別記第１号様式（第５条関係）
令和７年○○月○○日
ぎふ技術革新センター運営協議会

会長様
※「機関代表者」とは、申請者（研究会代表者）を管理監督する立場の者で、具体的には企業においては代表取締役、大学においては学長、学部長などの部局責任者を指します。申請者と機関代表者が同一の場合も機関代表者を記入してください。
機関代表者
住　　所　〒○○○－○○○○

岐阜県○○市○○○－○○

代表者　　○○株式会社
代表取締役　○○○○　　　印

申　請　者
住　　所　〒○○○－○○○○

岐阜県○○市○○○－○○
研究会名　○○○○○○○研究会　
代表者　　○○株式会社
開発部長○○○○　

令和７年度ぎふ技術革新センター運営協議会共同研究助成事業
助成金交付申請書
次のとおり標記助成金の交付を受けたいので、ぎふ技術革新センター運営協議会　共同研究助成事業助成金交付要綱（以下「要綱」という。）第５条の規定により関係書類を添えて申請します。助成金の交付申請するに当たって、要綱の規定に違反する行為を行わないことを確約します。
記

１　助成事業の目的及び内容
別紙１　事業計画書のとおり
※　交付決定前に事業に事前着手する場合は、別記第１号の２様式「事前着手理由書」を添付
２　助成事業に要する経費及び助成金交付申請額
（１）助成事業に要する経費

○，○○○，○○○円
（２）助成金交付申請額

○，○○○，○○○円
※　２年計画の場合でも、『初年度分のみ』の経費を記載。
別記第１号様式　別紙１
事業計画書

１ 申請者の概要

	フリガナ
	○○○○※氏名のカナ
	所在地
	〒○○○－○○○○
岐阜県○○市○○○－○○
※代表者の所属する機関の事業所の住所を記載してください。

	研究会代表者

※代表取締役等を研究会代表者としてもよい
	○○株式会社

開発部長○○○○

※社名は、正式名称を記載してください。
	
	

	電話番号
	○○○○○
	FAX番号
	○○○○○

	電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	○○○○○

	連絡先

(上記代表者と異なる場合に記入、または「同上」)
	フリガナ
	○○○○※氏名のカナ
	所在地
	〒○○○－○○○○

岐阜県○○市○○－○

	
	担当者名
	○○○○○
	
	

	
	電話番号
	○○○○○
	FAX番号
	○○○○○

	
	電子ﾒｰﾙ

ｱﾄﾞﾚｽ
	○○○○○
※連絡担当者のアドレスを記載してください。（複数可）

	経理
責任者

(要綱第２条第１項第３号ニの規定に基づくもの)
	フリガナ
	○○○○※氏名のカナ
	所在地
	〒○○○－○○○○

岐阜県○○市○○－○

	
	氏名（企業名等）
	経理部　○○○○

（○○株式会社）
	
	

	
	電話番号
	○○○○○
	FAX番号
	○○○○○

	
	電子ﾒｰﾙ

ｱﾄﾞﾚｽ
	○○○○○


※経理責任者が複数（助成金交付の窓口が複数）の場合は経理責任者欄を適宜追加すること。
２ 研究会の概要

	研究会名
	○○○○○○○研究会
※申請書鑑に記載した研究会名を記載してください。

	（対象分野）
	□軽量強化部材　　　□医療機器　　　　　□環境関連製品
□機械金属　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）
※最も近い分野1つを■としてください。

	研究課題
	○○○○○
※研究開発内容を表現するような適切な名称を記載してください。
　「○○における○○の開発」、「○○の○○化にかかる研究」など

	これまでの活動
	○○○○○
※これまでの活動や研究会発足の経緯などを記載すること。

※他の助成金等の交付実績も記載（「他の助成金等の交付を受けた」又は「他の助成金等の交付を現在申請中」の場合に記入）　※別紙も可
・助成金等の名称      ・交付（予定）者

・助成金（申請）額　　・交付（予定）年月日

・本助成申請内容との相違点


	研究会代表者
	○○株式会社　開発部長○○○○
※「１申請者の概要 代表者名」と一致すること

	研究会会員

※「研究会代表者」も記載ください。
	所　　属
	職　・　氏　名
	役　　割

	
	○○株式会社
	開発部長○○○○
	・○○の試作・改良
・○○の解析



	
	○○株式会社
開発部
	部長　○○○○
	・○○の評価

	
	○○大学○○学部
	教授　○○○○
	・○○○○

	
	○○研究所

○○研究部
	主任研究員　○○○○
	・○○○○


※役割分担には、後記する【実施体制】、【実施計画】の研究項目、4スケジュール、の記述内容と整合させつつ、箇条書きで簡潔に記載すること。
※研究会会員の数に応じて記入欄を適宜追加すること。
※共同研究者（研究会会員の所属）と担当研究に係る経費の取扱いについて
　１．研究会を構成する企業からの調達が研究遂行上、必要な場合は、調達に要する経費から利益等を排除してください。
　　例）機関代表者から共同研究者（企業）に支払う研究費に助成金を充当する場合
①「５　経費及び資金計画」「（２）支出の部」で機関代表者が共同研究者支払う金額の内訳を別表にして記載してください。
　　　　機関名【機関代表者】

	経費区分
	内　　容
	積　　算
	助成事業に
要する経費

	委　託　費
	共同研究経費（Ａ株式会社）
	@520,000×1件=520,000
	520,000

	　合　計
	
	
	3,000,000



機関名【Ａ株式会社】

	経費区分
	内　　容
	積　　算
	助成事業に
要する経費

	原材料費
	●●試薬（10g入り）
	@14,000×5本=70,000
	70,000

	合　計
	
	
	520,000


②①の別表が申請時に作成できない場合は、Ａ株式会社との契約に利益等が含まれていないこと（製造原価や仕入原価など）を助成額の確定検査時に示していただきます。
※確定検査等の結果で、利益等相当分を助成対象から除外する場合があるため、申請の段階から共同研究者と研究分担を十分調整し研究会を構成してください。
　２．助成金の一部を共同研究者に直接交付する場合
・助成金の一部を共同研究者に直接交付することを認めていますが、助成金に係る責務は機関代表者にあることをご注意いただき、共同研究者に関連要綱を順守するよう管理をしてください。
・「５　経費及び資金計画」「（２）支出の部」で共同研究者の経費内訳表を作成するとともに、共同研究者の経理責任者を追記してください。
・申請、実績報告、交付請求などの諸手続きは代表者が行いますが、助成額の確定検査は、会計書類原本を確認するため、直接交付する共同研究者に対しても実施します。
３ 申請する事業の内容
（１）実施概要（全角１５０文字以内）
	○○○○○○○○○○○○における○○○○○を○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
※実施目的、内容を、簡潔かつ分かりやすいように記載すること。



（２）事業実施後の目標
	□外部資金応募　（時期：○○年　事業名：経済産業省○○○助成金　）
□製品化

□その他（　○○○○○○　）

　※あてはまるものを■としてください。


（３）解決すべき課題と解決方法、本事業の優位性
	※研究内容の新規性、解決すべき課題など、研究・技術開発が必要な理由、研究・技術開発より期待する効果などを記載すること。
※下記各項目は例。適宜追加・変更のこと。

＜背景・業界ニーズ＞

○○○○○○○においては○○○○○○○○ており○○○○○○が期待されている。また○○○○○においても○○○○○○○○○○。
＜課題＞

○○○○においては○○○○であり○○といった（以下のような）課題がある。
[課題１]○○

[課題２]○○

＜解決方法（実施概要）＞

そこで○○○○○○における○○○○○○○○の○○○○○○○の○○○を行う。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
＜新規性＞

○○○○○○については○○○○○○○した例は無く、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
＜期待される効果＞

○○○○○○においては○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
※社会背景や業界ニーズ、解決すべき課題、研究内容の新規性など、研究・技術開発が必要な理由、研究・技術開発より期待される効果、などを図表や箇条書きなども用いて記載すること。



（４）実施計画
	○○○○○○○○○○ために○○○○○○○○○○○○○○○の○○○を行う。また、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
※解決すべき課題の解決に向けた取り組みや解決手法について記載して下さい。
※解決すべき課題について、研究項目とその内容に関して、図表などを用いて詳細かつ分かりやすく記載して下さい。
（例）「従来技術ではここまでしかできないが本研究では」

　　「従来技術では･･･といった課題があったが、本研究では･･･といった技術を用いることで、従来にない･･･」
※助成事業が２年計画の場合は、年度ごとに明確に分けて記載すること。２年度目の　　申請は、初年度の達成状況を記載し、それを踏まえて実施内容を記載すること。
※他事業の助成を受けた研究会活動がある場合、その類似・相違点の状況等を含めて記載すること。
（例）「○○大学では･･･を用いた手法を実施しているが･･･といった課題がある。本研究では･･･手法を用いることで･･･」
※当該分野における専門的な用語の乱用は避けて、もしくは適宜 解説や注釈をつけ、　当該分野が専門ではない者が見てもわかりやすいように記載すること。
【初年目】
※具体的な実施内容を項目立てて記載、説明すること。

※後記の「4スケジュール」にも同じ実施項目を記載すること。
○○○○○○○○○○○を○○○し、○○○の○○○を行う。また、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○し○○○○○を実施する。
①○○に関する研究
○○○○○○○○○ために○○○○○○○○の○○○を行う。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。具体的には以下の各項目を実施する。

　１）○○Ａ試料作成
　　　　○○○○○○○○○の○○○
　２）○○Ｂ試料作成
○○○○○○○○○の○○○
　３）○○試験

上記条件で試作した○○○○○○○○○の○○○
　４）最適化条件まとめ

○○○○○結果に基づき○○○○の○○○
②○○に関する研究
　・・・・・・・・・
③○○の表面状態評価
　　・・・・・・・

④評価・報告書作成
　　・・・・・・・・
【２年目】※単年計画の場合は記載不要（文字削除）
※初年度目と同様の体裁で記載する。

○○○○○○○○○○○○
※具体的な実施内容を項目立てて記載すること。

※後記の「4スケジュール」にも同じ実施項目を記載すること。



（５）スケジュール　※助成事業を２年にまたがって実施する場合、年度ごとに記入すること
（初年度目）
	実施内容
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	①○○に関する研究

　１）○○Ａ試料作成

　２）○○Ｂ試料作成

　３）○○試験

　４）最適化条件まとめ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	②○○に関する研究

　１）○○の現状調査

　２）○○の試作

　３）○○試験分析評価

　５）まとめ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	③○○の表面状態評価

　１）○○Ｃ試料分析

　２）○○Ｄ試料分析

　３）評価・まとめ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	④評価・報告書作成

　１）全体の分析・評価

　２）最適化条件決定

　３）報告書作成
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※表中の項目は、前記した「【実施計画】」の記述内容と整合すること。

※矢印は6月から単年計画は３月末まで。2年計画の1年目は2月末までとすること。

（２年度目）※単年計画の場合は記載不要（この表ごと削除）
	実施内容
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	①○○に関する研究

　１）○○Ａ試料作成

　２）○○Ｂ試料作成
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	②○○に関する研究

　１）○○の現状調査

　２）○○の試作
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	③○○の表面状態評価

　１）○○Ｃ試料分析

　２）○○Ｄ試料分析
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	④評価・報告書作成

　１）全体の分析・評価

　２）最適化条件決定

　３）報告書作成
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※矢印の終点は、１月末までとすること。
※表中の項目は、前記した「【実施計画】」の記述内容と整合すること。

（６）実施日程・経費等
	実施日程

	□２年計画　　□単年計画　※あてはまるものを■としてください。

	
	開始予定　令和７年 交付決定日以降
完了予定　令和９年１月３１日
※完了予定は、2年計画：令和９年1月31日

単年計画：令和８年3月31日　と記載。

	実施経費
	助成事業に要する経費
	助成金交付申請予定額

	
	初年度
	７，６７７，７００
	円
	３，０００，０００
	円

	
	２年度
	３，３５４，０００
	円
	２，０００，０００
	円

	
	合　計
	１１，０３１，７００
	円
	５，０００，０００
	円


※「５　経費及び資金計画　（２）支出の部」の「助成事業に要する経費」、「助成金申請額」の全期間、全機関の合計と一致すること。
４　事業体制
（１）研究会構成機関の概要
	区分
	機関名等
	所在市町村名
	主な事業、専門分野

	代表機関
	○○株式会社
	○○市
	○○○製造

	
	○○大学○○学部
○○　○○教授
	○○市
	○○○に関する研究

	
	○○研究所○○研究部
	○○市
	○○○に関する分析業務


（２）実施体制　※各会員の役割や会員間の連携を、体制図などを用いて簡潔に説明して下さい。
	研究会は、○○株式会社が中心となって、研究事業を実施する。
研究進捗会議を四半期ごとに開催し、○○や○○を行い、円滑に共同研究を推進する。
研究会のメンバー以外に、○○や○○の意見を聞き、ニーズの確認をする。






５　助成事業成果の事業化
（１）助成事業成果の活用方法、事業化への取り組み
	※研究成果の実用化や事業化について、どのように進めていくのかスケジュールも含めて記入すること。（次の研究段階へのステップアップも含めて予定を記入すること。）
※外部資金の活用予定がある場合は、時期、事業名を記入すること。
助成事業完了後○年後までに○○○○○○○○○○○○○○○○を行う。
【スケジュール】

助成事業終了後、初年度
　　○○○研究会：JST○○○○事業へ提案

　　　　　　　　　　　○○○技術に関して特許出願

　２年度

　　○○○研究会：経済産業省研究開発○○委託事業に提案

　４年度

　　○○○研究会（○○株式会社）：独自で事業化のための研究開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　販路開拓、設備導入




（２）助成事業成果による期待される波及効果
	※実用化に成功した場合、どのような波及効果が期待できるのか、市場ニーズと照らし合わせて記入すること。
今後、○○の市場は○○に増大すると予想されており、本研究で得られた成果は○○の○○や○○に使用される。実用化に成功した際には、○○株式会社の○○事業の事業拡大につながり、○％の増収が可能と考えている。本研究の成果は、○○に貢献でき、○○の利便性向上など社会への波及効果も期待される。



６　ぎふ技術革新センター等の活用方法
※設備機器の活用の他、技術支援事業等の活用を想定する場合は、併せて記載下さい。
※岐阜県産業技術総合センターが所有する設置機器を含みます。
	設備機器名・試験名等
	活用方法

	ＦＴ－ＩＲ
	○○の研究において、○○の解析に利用する。

	Ｘ線ＣＴ
	○○の研究において、○○の解析に利用する。

	
	


７　経費及び資金計画

　※２年計画は「初年度目」「２年度目」の表をそれぞれ作成。

単年計画の場合は2年目は記載不要（表そのものを削除）

　※次ページの「支出の部」の「助成金申請額」・「自己負担分」（各年度ごとの全期間合計）と整合させること。

　（１） 収入の部（資金調達内訳）
（初年度目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	経費区分
	金　　額
	調　達　先
	備　　　　考

	助成金申請額
	３，０００，０００
	ぎふ技術革新センター運営協議会
	

	自己資金
	４，６７７，７００
	
	

	借 入 金
	
	
	

	そ の 他
	
	
	

	合　　計
	７，６７７，７００
	


※合計金額と助成金申請額は(2)支出の部の「助成事業に要する経費」と「助成金申請額」の合計と一致すること。
（２年度目）※単年計画の場合は2年目は記載不要（この表ごと削除）　（単位：円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	経費区分
	金　　額
	調　達　先
	備　　　　考

	助成金申請額
	２，０００，０００
	ぎふ技術革新センター運営協議会
	

	自己資金
	１，３５４，０００
	
	

	借 入 金
	
	
	

	そ の 他
	
	
	

	合　　計
	３，３５４，０００
	


※合計金額と助成金申請額は(2)支出の部の「助成事業に要する経費」と「助成金申請額」の合計と一致すること。
７　経費及び資金計画（続き）    ※助成事業を２年にまたがって実施する場合、年度ごとに記入すること　　　　（日本工業規格Ａ４版）
（２） 支出の部 
※２年計画は「初年度目」「２年度目」の表をそれぞれ作成。　　単年計画の場合は2年目は記載不要（ページごと削除）
 （初年度目）
機関名【　○○株式会社　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込み・円単位）
	経費区分
	内　　容
	積　　算
	助成事業に
要する経費
	助成対象

経費
	助成対象経費の負担区分

	
	
	
	
	
	自己負担分
	助成金申請額

	原材料費
	（例）
エタノール（3L入り） 

ｱﾙﾐﾅ粉末

○○試料Ａ（10g入り）

○○試料Ｂ（10g入り）


	＠10,000×６本＝60,000
＠200×125kg＝25,000
＠14,000×１５本＝210,000
＠25,000×１８本＝450,000
	６０，０００

２５，０００

２１０，０００

４５０，０００
	６０，０００
２５，０００
２１０，０００

４５０，０００
	０
０
０

２００，０００
	６０，０００

２５，０００

２１０，０００

２５０，０００

	
	小　計
	
	７４５，０００
	７４５，０００
	２００，０００
	５４５，０００

	機械装置費
	（例）
ハンディ型マイクロスコープ　

真空乾燥機

赤外線サーモグラフ


	＠530,000×１台＝530,000
＠945,000×１台＝945,000
＠3,300,000×１台＝3,300,000
	５３０，０００

９４５，０００

３，３００，０００
	５３０，０００

９４５，０００

３，３００，０００
	０
１４０，０００

３，３００，０００
	５３０，０００

８０５，０００

０

	
	小　計
	
	４，７７５，０００
	４，７７５，０００
	３，４４０，０００
	１，３３５，０００

	工具器具費
	（例）

試験用型枠

	＠140,000×３個＝420,000
	４２０，０００
	４２０，０００
	０
	４２０，０００

	
	小　計
	
	４２０，０００
	４２０，０００
	０
	４２０，０００

	旅費
	（例）

技術動向調査
（岐阜-東京 ○○○社）

学会調査

（岐阜-岡山 ○○○○学会）


	＠21,500×２人×１件＝86,000
＠25,500×２人×１件＝51,000
	８６，０００
５１，０００
	８６，０００

５１，０００
	８６，０００

５１，０００
	０
０

	
	小　計
	
	１３７，０００
	１３７，０００
	１３７，０００
	０

	役務費
	（例）

ＦＴ－ＩＲ
（ぎふ革新センター依頼試験）
Ｘ線ＣＴ
（ぎふ革新センター開放利用）


	＠4,230×１０検体＝42,300
＠8,570×２０時間＝171,400
※ぎふ技術革新センターの機器使用を助成金申請額の5%以上を計上してください。
	４２，３００
１７１，４００
	４２，３００

１７１，４００
	１２、３００
２１，４００
	３０，０００
１５０，０００

	
	小　計
	
	２１３，７００
	２１３，７００
	３３，７００
	１８０，０００

	委託費
	（例）

共同研究経費（○大学）

委託研究経費（○研究所）


	＠867,000×１件＝867,000
＠520,000×１件＝520,000
	８６７，０００

５２０，０００
	８６７，０００

５２０，０００
	８６７，０００

０

	０
５２０，０００

	
	小　計
	
	１，３８７，０００
	１，３８７，０００
	８６７，０００
	５２０，０００

	その他
	
	
	０
	０
	０
	０

	
	小　計
	
	０
	０
	０
	０

	合計
	
	
	７，６７７，７００
	７，６７７，７００
	４，６７７，７００
	３，０００，０００


※助成金交付の窓口が複数にわたる場合は、助成金の支出の内容を明確にするため、助成金交付先ごとにそれぞれ別葉とすること。また、助成金交付の窓口が一つでも、委託する機関先がある場合は、相手先を明記して委託費に記載すること。
※助成金として認められない物品等もあるので、「内容」は細かくお書きください。また、ご不明な点は事務局までご相談ください。
※自社製品の購入や共同研究者とする企業からの調達は、製造または仕入原価等の利益等排除した金額を記載すること。

（２年度目）　※単年計画の場合は2年目の記載不要（ページごと削除）
機関名【　○○株式会社　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込み・円単位）
	経費区分
	内　　容
	積　　算
	助成事業に
要する経費
	助成対象

経費
	助成対象経費の負担区分

	
	
	
	
	
	自己負担分
	助成金申請額

	原材料費
	（例）

エタノール（3L入り） 

ｱﾙﾐﾅ粉末

○○試料Ａ（10g入り）

○○試料Ｂ（10g入り）
	＠10,000×６本＝60,000

＠200×125kg＝25,000

＠14,000×１５本＝210,000

＠25,000×１８本＝450,000
	６０，０００

２５，０００

２１０，０００

４５０，０００
	６０，０００

２５，０００

２１０，０００

４５０，０００
	０

０

０

２００，０００
	６０，０００

２５，０００

２１０，０００

２５０，０００

	
	小　計
	
	７４５，０００
	７４５，０００
	２００，０００
	５４５，０００

	機械装置費
	（例）
○○○○機
	＠591,300×１台＝591,300
	５９１，３００
	５９１，３００
	１１６，３００
	４７５，０００

	
	小　計
	
	５９１，３００
	５９１，３００
	１１６，３００
	４７５，０００

	工具器具費
	（例）

試験用型枠
	＠140,000×２個＝280,000
	２８０，０００
	２８０，０００
	０
	２８０，０００

	
	小　計
	
	２８０，０００
	２８０，０００
	０
	２８０，０００

	旅費
	（例）

技術動向調査（岐阜-東京 ○○社）
学会調査（岐阜-岡山 ○○学会）
	＠21,500×２人×１件＝86,000

＠25,500×２人×１件＝51,000
	８６，０００

５１，０００
	８６，０００

５１，０００
	８６，０００

５１，０００
	０

０

	
	小　計
	
	１３７，０００
	１３７，０００
	１３７，０００
	０

	役務費
	（例）

FT-IR（ぎふ革新センター依頼試験）
X線CT（ぎふ革新センター開放利用）
	＠4,230×１０検体＝42,300

＠8,570×２０時間＝171,400
	４２，３００

１７１，４００
	４２，３００

１７１，４００
	１２、３００

２１，４００
	３０，０００

１５０，０００

	
	小　計
	
	２１３，７００
	２１３，７００
	３３，７００
	１８０，０００

	委託費
	（例）

共同研究経費（○大学）

委託研究経費（○研究所）
	＠867,000×１件＝867,000

＠520,000×１件＝520,000
	８６７，０００

５２０，０００
	８６７，０００

５２０，０００
	８６７，０００

０
	０

５２０，０００

	
	小　計
	
	１，３８７，０００
	１，３８７，０００
	８６７，０００
	５２０，０００

	その他
	
	
	
	
	
	

	
	小　計
	
	０
	０
	○○，○○○
	○○，○○○

	合計
	
	
	３，３５４，０００
	３，３５４，０００
	1，３５４，０００
	２，０００，０００


《記載上の注意》
１　助成事業を複数年にまたがって実施する場合、年度ごとに記入すること。
２　「収入の部」の金額合計と「支出の部」の助成事業に要する経費合計は一致すること。
　

３　「内容」欄には、経費区分ごとに名称、仕様、個数、委託先等を記入すること。
　４  「積算」には、経費ごとに積算明細を記入すること。（積算明細（＠単価（消費税等込み）×数量＝金額（消費税等込み））、仕様、購入・委託先等）

また、経費区分ごとに合計を示すこと。
  ５　「助成事業に要する経費」は、当該事業を遂行するのに必要な経費を記入すること。金額については、見積書、価格表等による正確な金額を記載すること。

　６　「助成対象経費」とは、「助成事業に要する経費」のうち、助成金の対象となる金額を記載すること。
７　「助成金申請額」とは、助成対象経費のうち助成金を希望する額で、その限度

は、助成対象経費に助成率（１０／１０）を乗じた額になる。
  ８　助成金交付先が複数にわたる場合は、助成金の支出の内容を明確にするため、助成金交付先ごとにそれぞれ別葉とすること。また、共同研究者との共同研究経費等に助成金を充当する場合も、同様な理由で、共同研究契約等ごとに別葉とすること。
【参考】


■ 各経費区分における、「内容」欄、「積算」欄　記載事項
・原材料費：名称、数量、単価、金額

・機械装置費：名称、数量、単価、金額

（100万円以上の機械装置は、見積書等を別途添付してください）
・工具器具費：名称、数量、単価、金額
・旅費：出発地、目的地、氏名、金額、内容等
・役務費：内容、単価、金額等

・委託費：内容、単価、金額等

・その他：必要理由を説明してください

８　添付書類
・○○○○○○○装置　パンフレット、見積書

・○○○○○○委託　仕様書、見積書
・○○○○に関する参考資料

※100万円以上の機械装置の購入等の場合、見積書や価格表等を添付して下さい。

※事業の一部を100万円以上の金額で第三者に委託する場合、内訳書等を添付して下さい。

※事業計画書の記載（研究会のこれまでの活動など）を補足する研究報告書などを、必要に応じ添付して下さい。
９　情報公開用の計画概要
	研究会名
	

	研究課題名
	

	代表機関名
	

	研究の概要
	


※協議会会員等へ共同研究助成事業の内容を広報する等の理由により、外部に対して上記の欄に関して情報公開をいたしますので、差し支えない範囲内で記載してください。
※斜体フォントで記してある注釈などは削除すること


※朱書き部分は記載例です。








一致すること





ニーズ調査





○○株式会社（代表機関）


・○○試料Ａの作成


・○○現状調査、○○試作


・最適化条件の決定





株式会社○○


（取引先）











○○大学


・○○試料Ｂの作成


・○○の助言





○○研究所


・試料の分析・評価
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